
じこ取組事例紹介

働き方改革応援レシピ

定年再雇用後の処遇を改善し、モチベーション向上

・定年後の再雇用を希望する者は、多くがコース２や３を選択することとなり、定年前と変わらずに勤務するこ
とができ、高いモチベーションをもって仕事ができるようになった。

・現役社員からも好評の制度となり、従業員の全体的な満足度向上につながった。

定年再雇用後の処遇は一律に役職を外し、賃金を引き下げている状況であったが、一部の従業員から不満の声が
あった。さらに、現役社員からも、元上司が自分より格下の職制になることで「やりづらい」との意見が出でおり、
対応が必要であった。

全業種向け

業種：製造業 従業員数：45名

御社の働き方改革を「働き方改革推進支援センター」は応援します！
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～高齢者雇用に関する工夫～

人手不足・社員の定着でお悩みの事業主様！

再雇用の上限年齢は法律
を上回っているんですね。
従業員の方の評判も良い
のではないですか。

それでは、従業員の希望に応じて、定年後の選択肢を柔
軟に選べるようにコースを創設してみてはどうでしょう
か。例えば、これまでどおりのコースに加えて、職責や
権限を増やし、その分賃金を増やしたコースを導入する
のです。

もちろん、好意的な声もあるよ。
ただ、うちの定年制は全員、再雇用後は役職を外して、そ
の分、賃金を一定額下げているんだけど、もっとバリバリ
働きたい人からすると不満があるみたいだ。
それに現役社員からしてみても、元上司が自分より格下の
職制になるから、やりづらいといった意見も出てるな。

就業規則の変更
経費に助成あり

【６５歳超雇用推進助成金】
○高年齢者評価制度等雇用管理改善
コース
助成率 最大７５％
支給対象経費 最大５０万円

 助成金には、一定の要件がありま
す。

＜定年再雇用後の処遇について、新コースを創設＞
（コース１）従来どおり、役職や職責から外し、その分賃金を減額。
（コース２）定年前の役職を基準にし、一定の役職を残しつつ、そ

の業務量や責任を軽減した上で、賃金を減額。
（コース１と比べ、賃金減額割合は減少）

（コース３）本人の希望と適性や能力により、定年年齢を延長。
※コース３については、面談及び役員の承認が必要。

定年後のコースについて、労働者の希望や本人の能力を
踏まえ、一定の職責や権限を残した新しいコースを増や
しました。
その結果、多くの従業員がそのコースを選択し、定年後
も高いモチベーションをもって仕事を続けてもらえてい
ます。
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うちの定年制度は60歳定年で、
その後希望者全員を70歳まで
再雇用できるようにしているん
だ。

詳しくは当センター特設サイトへアクセス 愛知働き方改革推進支援センター► 検索
QRコード
でもアクセス
可能です！

愛知働き方改革推進支援センター【令和３年度 厚生労働省・愛知労働局委託事業】
相談窓口：名古屋市千種区千種通７－25－１ サンライズ千種３階（タスクール内） ☎ ０１２０－００６－８０２

aichi@task-work.com✉※受付日時：月～金曜日（祝日等を除く）午前９時～午後５時
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